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(57)【要約】
【課題】簡単な構成により、電子部品の発熱を効率よく
発散する内視鏡用放熱装置を得る。
【解決手段】第１の内視鏡用放熱装置１００は、第１の
放熱部材である第１の撮像素子接続部１１０と、第２の
放熱部材である第１及び第２の信号ケーブル接続部１２
１、１２２とを有する。第１の内視鏡用放熱装置１００
は、フレキシブル基板から成り、その厚さは、その全体
に渡り略均一である。第１の撮像素子接続部１１０には
、撮像素子が取り付けられる。第１及び第２の信号ケー
ブル接続部１２１、１２２は、第１の取り付け部材１３
０の一辺と略同じ長さだけ伸びた後、角度がつけられて
伸びる。この角度は、後述する信号ケーブルに容易に巻
き付け可能となるような角度である。角度がつけられる
ことにより、第１及び第２の信号ケーブル接続部１２１
、１２２は、信号ケーブルに巻き付けやすくなる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ケーブルの先端に取り付けられる撮像素子を備える内視鏡スコープに用いられる放熱装
置であって、
　前記撮像素子における撮像面の裏面に取り付けられる第１の放熱部材と、
　前記撮像素子から伸びる前記ケーブルに巻き付けられる可撓性の第２の放熱部材と、
　前記第１の放熱部材及び前記第２の放熱部材が接続される取り付け部材とを備える内視
鏡用放熱装置。
【請求項２】
　前記第１の接続部材と前記取り付け部材との間に設けられ、前記第１の接続部材と前記
取り付け部材とを接続する可撓性の接続部材をさらに備える請求項１に記載の内視鏡用放
熱装置。
【請求項３】
　前記裏面は長方形であって、前記第１の放熱部材は前記裏面よりも小さい長方形の膜で
あり、
　前記取り付け部材は、前記裏面と略同じ大きさの膜であり、
　前記接続部材は、前記第１の放熱部材の一辺と前記取り付け部材の一辺とを接続する膜
であって、
　前記第２の放熱部材は、前記接続部材が取り付けられる前記取り付け部材の一辺以外の
辺に取り付けられる膜である請求項２に記載の内視鏡用放熱装置。
【請求項４】
　前記第２の放熱部材は、前記取り付け部材の一辺から直角に伸びる延伸部と、前記延伸
部と所定の角度を成し、前記ケーブルに巻き付けられる巻回部とを備える請求項１に記載
の内視鏡用放熱装置。
【請求項５】
　前記取り付け部材の対辺から直角に伸びる２つの前記第２の放熱部材を備え、前記接続
部材は、前記第２の放熱部材が取り付けられる辺と異なる辺に接続される請求項２から４
のいずれかに記載の内視鏡用放熱装置。
【請求項６】
　前記取り付け部材はリジッド基板であって、前記第１の放熱部材、前記第２の放熱部材
及び前記接続部材はフレキシブル基板である請求項１に記載の内視鏡用放熱装置。
【請求項７】
　前記取り付け部材及び前記第１の放熱部材はリジッド基板であって、前記第２の放熱部
材はフレキシブル基板である請求項１に記載の内視鏡用放熱装置。
【請求項８】
　前記リジッド基板はセラミック基板である請求項６又は７に記載の内視鏡用放熱装置。
【請求項９】
　複数の前記第２の放熱部材が設けられる請求項１に記載の内視鏡用放熱装置。
【請求項１０】
　前記ケーブルの内部には信号線が設けられ、
　前記取り付け部材の撮像素子と対向する実装面には、電子部品が実装され、
　前記実装面の裏面である接続面には、前記信号線が取り付けられる請求項１に記載の内
視鏡用放熱装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡の先端に設けられる電子部品が生じる熱を逃がす放熱装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡の先端部には撮像素子等の様々な電子部品が設けられ、観察対象物を至近距離で
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撮像し、信号を内視鏡プロセッサに送信する。これらの電子部品は作動時に発熱するため
、熱に弱い観察対象物、例えば人体を観察するときは、電子部品が生じる熱を効率よく放
散させ、観察対象物に伝わる熱を低減させる必要がある。
【０００３】
　また、発熱を放置すると、撮像素子の温度が上昇して、撮像素子が出力する画像信号の
中に含まれるノイズが増大する。これにより、良好な画像を得られなくなるおそれがある
。
【０００４】
　これらの熱を放散させるため、ペルチェ素子を用いて撮像素子の熱を逃がす構成や、内
視鏡先端部に熱伝導率の高い樹脂を充填する構成が知られている（特許文献１、２）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特公平４－７７８８４号公報
【特許文献２】特許第２６６５４４１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかし、従来の構成では、ペルチェ素子が生じた熱を逃がすヒートパイプや、樹脂を充
填するための孔を設けなければならず、部品点数が増加し、構造が複雑化するおそれがあ
る。部品点数の増加及び構造の複雑化は、内視鏡の製造コスト増加、及び内視鏡先端部の
大径化に繋がり、ユーザの負担が増加する。
【０００７】
　本発明はこれらの問題に鑑みてなされたものであり、簡単な構成により、電子部品の発
熱を効率よく発散する内視鏡用放熱装置を得ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明による内視鏡用放熱装置は、ケーブルの先端に取り付けられる撮像素子を備える
内視鏡スコープに用いられる放熱装置であって、撮像素子における撮像面の裏面に取り付
けられる第１の放熱部材と、撮像素子から伸びるケーブルに巻き付けられる可撓性の第２
の放熱部材と、第１の放熱部材及び第２の放熱部材が接続される取り付け部材とを備える
ことを特徴とする。
【０００９】
　第１の接続部材と取り付け部材との間に設けられ、第１の接続部材と取り付け部材とを
接続する可撓性の接続部材をさらに備えてもよい。
【００１０】
　裏面は長方形であって、第１の放熱部材は裏面よりも小さい長方形の膜であり、取り付
け部材は、裏面と略同じ大きさの膜であり、接続部材は、第１の放熱部材の一辺と取り付
け部材の一辺とを接続する膜であって、第２の放熱部材は、接続部材が取り付けられる取
り付け部材の一辺以外の辺に取り付けられる膜であることが好ましい。
【００１１】
　第２の放熱部材は、取り付け部材の一辺から直角に伸びる延伸部と、延伸部と所定の角
度を成し、ケーブルに巻き付けられる巻回部とを備えることが好ましい。
【００１２】
　取り付け部材の対辺から直角に伸びる２つの第２の放熱部材を備え、接続部材は、第２
の放熱部材が取り付けられる辺と異なる辺に接続されることが好ましい。
【００１３】
　取り付け部材はリジッド基板であって、第１の放熱部材、第２の放熱部材及び接続部材
はフレキシブル基板が好ましい。
【００１４】
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　あるいは、取り付け部材及び第１の放熱部材はリジッド基板であって、第２の放熱部材
はフレキシブル基板であってもよい。
【００１５】
　リジッド基板はセラミック基板が好適である。
【００１６】
　取り付け部材はセラミック基板であってもよい。
【００１７】
　複数の第２の放熱部材が設けられてもよい。
【００１８】
　ケーブルの内部には信号線が設けられ、取り付け部材の撮像素子と対向する実装面には
、電子部品が実装され、実装面の裏面である接続面には、信号線が取り付けられてもよい
。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明によれば、簡単な構成により、電子部品の発熱を効率よく発散する内視鏡用放熱
装置を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】第１の内視鏡用放熱装置の正面図である。
【図２】第１の内視鏡用放熱装置を内視鏡先端部に取り付けた状態を示す断面図である。
【図３】第２の内視鏡用放熱装置の正面図である。
【図４】第２の内視鏡用放熱装置を内視鏡先端部に取り付けた状態を示す断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　以下、本発明における内視鏡用放熱装置の一実施形態について添付図面を参照して説明
する。
【００２２】
　図１及び２を用いて第１の実施形態による第１の内視鏡用放熱装置１００の構成につい
て説明する。
【００２３】
　第１の内視鏡用放熱装置１００は、第１の放熱部材である第１の撮像素子接続部１１０
と、第２の放熱部材である第１及び第２の信号ケーブル接続部１２１、１２２と、第１の
撮像素子接続部１１０から伸びる可撓性の第１の接続部材１４０と、第１の接続部材１４
０と第１及び第２の信号ケーブル接続部１２１、１２２が接続される第１の取り付け部材
１３０とから主に構成される。第１の内視鏡用放熱装置１００は、フレキシブル基板から
成り、その厚さは、その全体に渡り略均一である。
【００２４】
　第１の撮像素子接続部１１０は、撮像素子２００の裏面よりも小さい薄膜状の長方形で
あって、正面に平滑な表面を有する。この長方形は、長方形における長辺の１つから、長
方形であって可撓性の第１の接続部材１４０が直角に伸びる。
【００２５】
　第１の接続部材１４０は、第１の取り付け部材１３０に接続される。第１の取り付け部
材１３０は、薄膜状の略正方形である。第１の取り付け部材１３０における一辺の中央部
に第１の接続部材１４０が接続される。第１の接続部材１４０が取り付けられる部分の周
辺には、若干の切り込み部１４１が設けられる。
【００２６】
　第１の接続部材１４０が取り付けられる辺と交わる二辺には、薄膜状の第１及び第２の
信号ケーブル接続部１２１、１２２が設けられる。これらの二辺は、第１の取り付け部材
１３０において対辺を成す。
【００２７】
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　第１の信号ケーブル接続部１２１は、第１の接続部材１４０が取り付けられる辺と交わ
る隅角部から、第１の接続部材１４０と直角に、言い換えると第１の接続部材１４０が取
り付けられる辺と平行に伸びる。そして、第１の取り付け部材１３０の一辺と略同じ長さ
だけ伸びた後、角度がつけられて、第１の接続部材１４０から離れるように伸びる。この
角度は、後述する信号ケーブル３００に容易に巻き付け可能となるような角度である。
【００２８】
　第２の信号ケーブル接続部１２２は、第１の接続部材１４０が取り付けられる辺と交わ
らない隅角部から、第１の接続部材１４０と直角に、言い換えると第１の接続部材１４０
が取り付けられる辺と平行に伸びる。そして、第１の取り付け部材１３０の一辺と略同じ
長さだけ伸びた後、角度がつけられて、第１の接続部材１４０に近づくように伸びる。こ
の角度は、後述する信号ケーブル３００に容易に巻き付け可能となるような角度である。
角度がつけられることにより、第１及び第２の信号ケーブル接続部１２１、１２２は、信
号ケーブル３００に巻き付けやすくなる。
【００２９】
　第１の取り付け部材１３０の正面中央には、長方形の接地電極１３１が設けられる。そ
して、接地電極１３１の周囲には複数の信号線ランド１３２が設けられる。第１の取り付
け部材１３０の裏面には、電子部品を取り付けるための図示しない部品ランドが設けられ
る。
【００３０】
　次に、図２を用いて第１の内視鏡スコープ５００に取り付けられた第１の内視鏡用放熱
装置１００について説明する。
【００３１】
　第１の内視鏡スコープ５００の遠位端部には、撮像素子２００と、ローパスフィルタ２
１０と、バッファアンプ２２０と、第１の内視鏡用放熱装置１００とが主に設けられる。
【００３２】
　ローパスフィルタ２１０は、撮像素子２００の撮像面を覆うように取り付けられる。
【００３３】
　撮像素子２００の撮像面の裏面には、第１の撮像素子接続部１１０が取り付けられる。
第１の撮像素子接続部１１０は、熱伝導グリス、又は熱伝導性接着剤等により撮像素子２
００と接続される。これにより、撮像素子２００から第１の撮像素子接続部１１０への熱
抵抗が低減される。
【００３４】
　第１の取り付け部材１３０の裏面には、バッファアンプ２２０が設けられる。バッファ
アンプ２２０は、トランジスタ、抵抗等から成り、部品ランド上に取り付けられる。
【００３５】
　そして、第１の撮像素子接続部１１０の裏面と第１の取り付け部材１３０の裏面とが向
き合うように、第１の接続部材１４０が折り曲げられる。第１の取り付け部材１３０の正
面には、信号ケーブル３００が取り付けられる。
【００３６】
　信号ケーブル３００は、複数の信号線３０２と接地線３０１とから成る。複数の信号線
３０２は、複数の信号線ランド１３２に、各々半田付けされる。接地線３０１は、接地電
極１３１に半田付けされる。
【００３７】
　第１及び第２の信号ケーブル接続部１２１、１２２は、第１の取り付け部材１３０との
接続部で直角に折り曲げられる。そして、第１及び第２の信号ケーブル接続部１２１、１
２２において、角度がつけられた部分から、信号ケーブル３００に巻き付けられる。
【００３８】
　次に、第１の内視鏡用放熱装置１００の作用について説明する。
【００３９】
　撮像素子２００が発熱すると、熱が第１の撮像素子接続部１１０に伝えられる。第１の
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撮像素子接続部１１０は、第１の接続部材１４０を介して、第１の取り付け部材１３０に
熱を伝導する。そして、第１の取り付け部材１３０は、第１及び第２の信号ケーブル接続
部１２１、１２２に熱を伝える。そして、第１及び第２の信号ケーブル接続部１２１、１
２２は、熱を放散する。
【００４０】
　第１の内視鏡スコープ５００を用いるとき、遠位端部は観察部位から数ミリの距離で用
いられることが多いが、遠位端部から若干の距離をおくと、観察部位から離れることがで
きる。そこで、本実施形態では、撮像素子２００が発した熱を第１及び第２の信号ケーブ
ル接続部１２１、１２２まで伝導して放熱することにより、撮像素子２００が熱を蓄積せ
ず、また観察部位に熱を伝達してしまうことを防止できる。
【００４１】
　次に、第２の実施形態による第２の内視鏡用放熱装置４００について図３及び４を用い
て説明する。第１の実施形態と同様の構成については同じ符号を付して説明を省略する。
【００４２】
　第２の内視鏡用放熱装置４００は、第１の放熱部材である第２の撮像素子接続部４１１
と、第２の放熱部材である第３の信号ケーブル接続部４２１と、第３の信号ケーブル接続
部４２１が接続される第２の取り付け部材４１３とから主に構成される。第２の撮像素子
接続部４１１及び第２の取り付け部材４１３は、ガラスエポキシ基板から成り、その厚さ
は略均一である。第３の信号ケーブル接続部４２１はフレキシブル基板から成る。
【００４３】
　第２の撮像素子接続部４１１は、薄膜状の略正方形であって、平滑な表面を有する。第
２の撮像素子接続部４１１の正面中央には、撮像素子２００の裏面と密着するための撮像
素子取り付け領域４３１が設けられる。
【００４４】
　第２の取り付け部材４１３は、薄膜状の略長方形である。第２の取り付け部材４１３の
正面中央には、電子部品や信号線３０２等を取り付けるための部品取り付け領域４３２が
設けられる。第２の取り付け部材４１３における短辺の１つの全長に渡り、第２の撮像素
子接続部４１１が接続される。
【００４５】
　第２の取り付け部材４１３において、２つの短辺のうち、第２の撮像素子接続部４１１
が取り付けられない短辺には、薄膜状の第３の信号ケーブル接続部４２１が取り付けられ
る。
【００４６】
　第３の信号ケーブル接続部４２１は、隅角部から直角に伸びる。そして、第２の取り付
け部材４１３の短辺と略同じ長さだけ伸びた後、角度がつけられて伸びる。角度がつけら
れることにより、第３の信号ケーブル接続部４２１は、信号ケーブル３００に巻き付けや
すくなる。
【００４７】
　次に、図４を用いて第２の内視鏡スコープ６００に取り付けられた第２の内視鏡用放熱
装置４００について説明する。
【００４８】
　第２の内視鏡スコープ６００の遠位端部には、撮像素子２００と、ローパスフィルタ２
１０と、バッファアンプ２２０と、第２の内視鏡用放熱装置４００とが主に設けられる。
【００４９】
　撮像素子２００の撮像面の裏面は、撮像素子取り付け領域４３１に取り付けられる。撮
像素子取り付け領域４３１は、熱伝導グリス、又は熱伝導性接着剤等により撮像素子２０
０と接続される。これにより、撮像素子２００から第２の撮像素子接続部４１１への熱抵
抗が低減される。
【００５０】
　部品取り付け領域４３２には、バッファアンプ２２０が設けられる。複数の信号線３０
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２は、部品取り付け領域４３２に設けられる複数の信号線ランドに、各々半田付けされる
。接地線３０１は、部品取り付け領域４３１に設けられる接地電極に半田付けされる。
【００５１】
　第３の信号ケーブル接続部４２１は、第２の取り付け部材４１３との接続部から角度が
つけられた部分まで信号ケーブル３００に沿って伸び、角度がつけられた部分から、信号
ケーブル３００に巻き付けられる。
【００５２】
　次に、第２の内視鏡用放熱装置４００の作用は、第１の実施形態と同様であるため、説
明を省略する。
【００５３】
　本実施形態によれば、第２の内視鏡スコープ６００の長手方向に対して角度をつけて設
けられる撮像素子２００が発した熱を放散することが可能になる。
【００５４】
　なお、いずれの実施形態においても、信号ケーブル接続部は１以上あればよい。
【００５５】
　また、フレキシブル基板全体を樹脂で封止せず、撮像素子２００及び信号ケーブル３０
０と接触する部位、すなわち第２の撮像素子接続部４１１及び撮像素子取り付け領域４３
１を樹脂により封止せず、フレキシブル基板内部の銅箔を露出しても良い。撮像素子２０
０及び信号ケーブル３００との熱抵抗を減少することができる。
【００５６】
　第１及び第２の取り付け部材１３０、４１３は、リジッド基板であっても良く、例えば
ガラスエポキシ基板、セラミック基板により構成されても良い。
【００５７】
　第１及び第２の取り付け部材１３０、４１３に、電子部品が取り付けられず、他の基板
に電子部品が取り付けられても良い。
【００５８】
　ローパスフィルタ２１０は、内視鏡外部から撮像素子２００を保護するカバーガラスで
あっても良い。
【符号の説明】
【００５９】
　１００　第１の内視鏡用放熱装置
　１１０　第１の撮像素子接続部
　１２１　第１の信号ケーブル接続部
　１２２　第２の信号ケーブル接続部
　１３０　第１の取り付け部材１３０
　１３１　接地電極
　１３２　信号線ランド
　１４０　第１の接続部材
　１４１　切り込み部
　２００　撮像素子
　２１０　ローパスフィルタ
　２２０　バッファアンプ
　３００　信号ケーブル
　３０１　接地線
　３０２　信号線
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